
国産燃料材の需給動向
（2023年度第4四半期速報値）

2024年6月

※速報値のため、データの追加等により数値が変動する場合があります
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• 間伐材等由来が594,059絶乾t（対前四半期比-18%）。間伐材等由来
針葉樹チップの落ち込みが大きく（同-21%）第3四半期に大きく伸
びた反動か。一般木質は396,823絶乾t（同+30%）。

• 例年第4四半期調達量は第3四半期を上回っているが、今年度は第4
四半期が振るわない結果となった。

• 今後半年程度の短期的な調達見通しは「計画通りの見込み」が
61.2%と、対前四半期（62%）とほぼ同水準。

• 地域別では、四国が特に厳しく、次いで北海道、中部、近畿が計画
通りの調達が難しいとする声が多い。

• 間伐材等由来チップは対前四半期比で7.8%もの大きな上昇。一般木
質チップも4%の上昇となった。

• なお、貿易統計による輸入材通関価格をみると輸入チップが値下げ
傾向なのに対し、PKSは大きく上昇。

• 燃料チップ用丸太調達価格は、針葉樹の間伐材等由来丸太が緩やか
な上昇（対前四半期比+3%）、一般木質の丸太は第3四半期から引き
続き上昇（同+6.5%）となった。

間伐材等由来チップ

上昇
北海道、東北、
北陸、九州

横ばい
中部、近畿、
中国、四国

下降 関東甲信

一般木質チップ

上昇
北陸、中部、
中国、九州

横ばい
北海道、東北、

関東甲信、近畿、四国

下降 ⁻

産国

伐間
一
般

輸入
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本調査の対象とカバー率

発電所区分
2023年3月時点
FIT発電所容量

調査回答
発電所容量

容量（kW）
カバー率

（kW） （kW） （％）

未利用木質2,000kW未満 50,200 22,503 45%

未利用木質2,000kW以上 454,880 266,112 59%

一般木質および農作物残さ 3,497,266 670,428 19%

合計 4,002,346 959,043 24%

【発電所】本年度は2023年3月末までに稼働した128発電所を対象として調査を実施した。有効回答は74
発電所となっている。なお、本調査は全FIT発電所から回答を得られておらず、調査のカバー率は発電所
の発電容量ベースで24％となっている。本調査の調査結果は全体の動向を示すものではなく、大まかな傾
向を示したものである点にご注意ください。

＜調査カバー率＞

【燃料供給会社】過年度よりご協力いただいている37燃料供給会社を対象として調査を実施した。有効回
答は13件となっている。

FIT制度における木質バイオマス発電所の導入状況（容量推移、建廃発電所含む）

凡例
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発電所における燃料調達量の推移（全国）

※毎年調査対象となる有効回答が異なるため、年度間は単純に比較出来ない数値となっている。
（ 2022年度：82発電所、カバー率42%、2023年度：74発電所、カバー率24%）
※燃料調達量は、一律に比較するために絶乾トンに変換しているが、木質ペレット、廃棄物及びその他は含水率が不明なため換算
なしの数値となっている。
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発電所における燃料調達量の推移グラフ（全国）

注１：2022年度：82発電所、カバー率42%、2023年度：74発電所、カバー率24%
注２：燃料調達量は、一律に比較するために絶乾トンに変換しているが、木質ペレット、廃棄物及びその他は水分が不明なため換算
なしの数値となっている。
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発電所における燃料調達見通し（地域別）

※ 2023年度より調査開始。有効回答数67。
※輸入材を使う発電事業者も含まれる。
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発電所における燃料用チップ調達価格の推移（絶乾トン）【全国】

※各年度ごとに第１～４四半期を通じて回答頂いた発電事業者を対象に集計した。
（年度により、通期で回答いただいた事業者が異なるため、年度間の単純比較はできないことにご注意ください。）

太マーカー付き折れ線・燃料材需給動向調査
間伐材等由来チップ価格（緑）、一般チップ価格（青）
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間伐材等由来針葉樹チップ地域別推移
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【参考】輸入チップ、ペレット、PKS 通関価格の推移

出典：財務省「貿易統計」よりJWBA作成



燃料供給会社における燃料チップ用丸太の調達価格の推移
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※各年度ごとに第１～４四半期を通じて回答頂いた燃料供給会社を対象に集計した。
（年度により、通期で回答いただいた事業者が異なるため、年度間の単純比較はできないことにご注意ください。）

太マーカー付き折れ線 燃料材需給動向調査
（緑：間伐材等由来丸太 青：一般丸太）
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発電用木質バイオマス燃料の需給動向調査では、発電所及びチップ業者
の方々に多大のご協力をいただきました。この場をお借りして御礼申し上
げます。

本調査は、継続的に実施していくことが重要であり、燃料材の需給動向
の把握につき弊協会としても引き続き取り組みたいと思っているところで
す。今後ともよろしくお願い致します。

お答え頂いた項目について、集計のご希望などございましたらご連絡ください。
また、事業運営にあたり、「発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガ
イドライン（林野庁）」の運用などについて疑問点などありましたらお声がけく
ださい。
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